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ライフ・サポート
センター
開設に向けて

―
福
井
県
勤
労
者
住
宅
協
会
―

　

五
月
七
日
㈪
、
二
〇
〇
七
年
第
一
回
労
福
協
幹

事
会
が
開
催
さ
れ
、
第
四
十
五
回
総
会
議
案
と
日

程
確
認
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
五
月
二
十
一
日
㈪
午
前
十
時
よ
り
ユ
ニ

オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
議
案
は
一
般
活
動
と
収
支
並
び
に

一
部
役
員
交
替
に
よ
る
役
員
の
補
充
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
活
動
方
針
の
中
で
特
筆
す
べ
き

は
、
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す

る
事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
二
十
五
日
㈬
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
に
於

い
て
先
に
解
散
手
続
に
入
っ
て
い
ま
し
た
、
㈳
福

井
県
勤
労
者
住
宅
協
会
の
清
算
報
告
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
哲
男
代
表
清
算
人
に
よ
り
関
係
者
に
対

す
る
永
年
の
謝
辞
の
後
、
清
算
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
清
算
経

過
に
つ
い
て
満
場

一
致
の
承
認
が
あ

り
、
福
井
県
勤
労

者
住
宅
協
会
の
清

算
が
結
了
致
し
ま

し
た
。

　

三
月
十
三
日
㈫
、
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
四
者
連
絡
会
議
（
四

者
＝
労
福
協
・
連
合
福
井
・
労
働
金

庫
・
全
労
済
）
が
開
催
さ
れ
、
ラ
イ

フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設
に
伴
う

諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
年
二
回
の
「
く
ら
し
な
ん

で
も
相
談
」
を
通
し
て
、
未
組
織
を
含

め
た
勤
労
者
の
困
り
事
の
相
談
対
応
に

努
め
て
来
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
常
設

の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
ユ
ニ
オ
ン
プ

ラ
ザ
福
井
内
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

開
設
に
伴
う
ス
タ
ッ
フ
・
財
政
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

四
者
実
務
担
当
者
会
議
を
設
け
て
検
討

を
加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
六
日
㈭
〜
二
十
七
日
㈮
、
二
〇
〇
七
年
度

中
央
労
福
協
国
内
交
流
会
が
全
国
各
地
よ
り
六
十
七
名

参
加
の
も
と
、
石
川
県
勤
労
者
文
化
会
館
（
フ
レ
ン
ド

パ
ー
ク
石
川
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

管
井
中
央
労
福
協
事
務
局
長
、
川
淵
石
川
労
福
協
理

事
長
の
挨
拶
の
後
、
上
田
連
合
石
川
事
務
局
長
よ
り
ラ

イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立
ま
で
の
取
り
組
み
説

明
が
な
さ
れ
、
才
田
石

川
労
福
協
専
務
理
事
よ

り
「
石
川
労
福
協
ラ
イ

フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
事
業
活
動
」
と

「
子
育
て
支
援
緊
急
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
つ
い
て
具
体
的

な
活
動
内
容
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
労
福
協

国
内
交
流「
in
石
川
」

２００７年度

そ
の
後
、
管
井
中
央
労

福
協
事
務
局
長
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
の
も
と
に

参
加
者
の
質
問
も
交
え

た
活
発
な
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
「
石

川
労
福
協
ラ
イ
フ
・
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、

①
地
域
社
会
へ
の
貢
献
度

②
活
動
の
活
発
化
―
参
加
者
の
拡
大
、
特
に
退
職
者

③
活
動
の
定
着

④
事
業
団
体
へ
の
支
援
強
化

の
四
点
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

福
井
労
福
協
と
し
て
今
後
の
福
祉
活
動
の
参
考
に

な
っ
た
交
流
会
で
し
た
。

全
て
め
で
た
く
終
了

第
四
十
五
回
労
福
協
総
会
は

　
　
　

五
月
二
十
一
日
㈪
に



(3)　改装第２６号　2007年５月 改装第２６号　2007年５月　(2)

　
（
財
団
法
人
）
福
井
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

の
事
業
目
的
の
一
環
に
労
働
文
庫
の
設
置
・
充

実
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
今

年
度
は
光
陽
中
学
校
に
図
書
の
寄
贈
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

四
月
二
十
五
日
㈬
に
福
井
県
労
働
者
福
祉
基

金
協
会
吉
田
事
務
局
長
が
光
陽
中
学
校
（
堀
田

良
里
校
長
）
を
訪
問
、
当
日
は
堀
田
校
長
不
在

に
つ
き
山
下
正
明
教
頭
に
、「
司
馬
遼
太
郎
の
日

本
史
探
訪
」（
角
川
文
庫
）、「
ぼ
く
は
勉
強
が
で

き
な
い
」（
新
潮
社
）
な
ど
合
計
八
十
九
冊
の
図

書
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

光
陽
中
学
校
か
ら
「
生
徒
の
教
育
向
上
の
糧

と
し
た
い
」
と
の
謝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
尚
、
今
年
度
の
図
書
寄
贈
に
当
っ
て
、
県
教

職
員
組
合
の
坂
本
卓
也
委
員
長
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。）

平成18年度福井市光陽中学校寄贈図書一覧
　　　題　　　　名
海の鳥・空の魚
君とあるけば
ＬＯＳＴシーズン１～５
ＬＯＳＴ絶滅危惧便
ＬＯＳＴ隠された自己
ＬＯＳＴ運命の啓示
チョコレートアンダーグラウン
青空の向こう
松井秀樹５５の言葉
ゼッタイできる！将棋　入門編
ゼッタイできる！将棋　実践編
今夜は眠れない
バッテリー 1～６
時をかける少女
ＤＩＶＥ　上下巻
幸福な遊戯
失われる物語
氷点　上下巻
巷説百物語
エイジ
太陽の子
兎の眼
書を捨てよ、町へ出よう
ポケットに名言を
新版　にんげんだもの
夏のこどもたち
８００
楽園のつくりかた
ドミノ
司馬遼太郎の日本史探訪
楽しい古事記
光さす故郷へ　よしちゃんの戦争
ロウソクの科学
嘘つきアーニャの真っ赤な真実
アルケミスト夢を旅した少年
青の炎
新版　遠野物語

冊数
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

冊数
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１７
１
８９

　　　題　　　　名
哀しい予感
人間失格・桜桃
坊ちゃん
しゃばけ
４ＴＥＥＮ
夏の庭
ナイフ
小さき者へ
楽隊のうさぎ
ぼくは勉強ができない
キッチン
海辺のカフェ　上下巻
ロミオとジュリエット
言いまつがい
こちら救命センター
できればムカつかずに生きたい
永遠の出口
学校の青空
あるぜんちんばばあ
１リットルの涙
佐賀のがばいばあちゃん
ＴＥＨ　ＭＡＮＺＡＩ
これが正しい英語学習法
おしえて！ニュースの問題点
おはようからおやすみまでの科学
俳優になりたいあなたへ
包帯クラブ
目玉の学校
男子のための人生ルール
世界を信じるためのメソッド
コドモであり続けるためのスキル
おばあちゃんがぼけた
生き抜くための数学入門
きよしこ
例解新漢和辞典
夢にも思わない
　　　　合　　　計

光
陽
中
学
校
に
図
書
寄
贈

　

四
月
十
六
日
㈪
「
ラ
イ
フ
・
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
四
者
連
絡
会
議
を
受

け
、
ラ
イ
フ
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

実
務
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

①
開
設
は
七
月
を
目
途
と
す
る
。遅

く
と
も
八
月
に
は
開
設
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
立
て
る
。

②
ス
タ
ッ
フ
は
事
務
局
も
含
め
五
名

程
度
と
す
る
。

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
各
事
業
団
体
と

連
合
福
井
を
中
心
に
弁
護
士
・
司
法

書
士
・
社
会
保
険
労
務
士
等
と
す
る
。

ま
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
把

握
す
る
。

④
ス
タ
ッ
フ
が
ス
タ
ン
バ
イ
で
き
た

ら
開
設
準
備
委
員
会
を
設
け
さ
ら
に

詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

等
に
つ
い
て
決
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
メ
ン
バ
ー

〔
連
合
福
井　

坪
内
事
務
局
長
〕

〔
労
福
協　
　

吉
田
副
会
長
〕

〔
労
働
金
庫　

鈴
木
副
本
部
長
〕

〔
全
労
済　
　

成
田
専
務
〕

１．地震災害発生から現在までの動き

２．被災受付状況

　２００７年３月２５日９時４２分ごろ、
能登半島沖を震源とする地震があり、石川
県内の輪島市・七尾市・鳳珠郡穴水町で震
度６強、同県鳳珠郡能登町・羽咋郡志賀町
・羽咋郡中能登町で震度６弱を観測するな
ど、北陸地方を中心に東海・近畿などの広
い範囲で震度３以上を記録。

全労済では、地震発生直後より県（石川）・事業本部（大阪）・本部（東京）
の各防災委員会で連携し情報集約と初期対応をおこないました。３月３１日か
ら本格的に現地調査を実施し５月８日現在ほぼ終了となっております。

※上記内容からも分かるように、各県本部の自然災害加入状況が地域性により格差があることがうかがえ
　ます。このデータだけでは判断できませんが、全国的にまだまだ「自然災害」に対する認識が低いように
　思われます。「天災は忘れたころにやってくる」「備えあれば憂い無し」家の保障は「火災・自然災害」
　トータルで考えましょう。

※５月８日16:00現在

被災地域 被災受付
件数

自然災害
加入件数 全壊 半壊 一部壊

中日本

富山

石川

福井

94件

1,431件

1件

72件

482件

1件

0件

61件

0件

 0件

135件

0件

76件

980件

1件

変化の時代の中で、
 元気に活き活きと働くために

　時の長さは昔も今も変わらないのに、目まぐるしく変化する
時代では、その変化に対応するために、仕事場でも私生活の
場でも、凝縮した時間の使い方が要求されています。コンピュ
ーターの発達はこれまでの仕事の内容を大きく変化させ、ま
た職場の人間関係にも影響を与えています。
　広いオフィスで何十人もの人が働いていても、全員がパソコ
ン画面と向き合っていて、声一つ聞こえない職場では、人間関
係を作り上げることは至難のように思えます。
　低成長時代の経済状況は企業間の競争を激化させ、個人
の評価としての成果主義の導入が進められる中で、働く人々
の負荷は益々大きくなっています。

　「企業のあり方や組織の形態そのものが、大きく転換しつ
つあります。その中で個人は会社でどう活かされるかというよ
り、会社で自分をどう活かすかということ、すなわち個人の資
質や能力をどう活かしていくかが問われるようになりました。
心身ともに健康であることは大前提となるでしょう。」
　「メンタルヘルスとは、個人が心身の健康をどのようにコン
トロールするか、個人が人間関係をどのようにコントロールす
るか、個人が自分の能力をどのように開発し、活かしていくか
というような問題と絡めて、個人の時代の課題といえるのでは
ないでしょうか。」

上記は、全労済の通信教育のテキストからの引用ですが、納
得の一文ですね。

　過労死や抑うつ状態からの自殺が、
労働災害として認定される事案が近年
増加してきています。
　過重労働が脳・心臓疾患を発症させ、
時には｢過労死｣に至らしめています。
　また、過重労働で医療機関に紹介された方の過半数は抑う
つ状態との調査結果もあります。
　
　過重労働による健康障害が労働衛生の場での課題です。
　過労死の防止や、抑うつ状態からの自殺の予防対策につい
て、厚生労働省は事業主に労働時間管理や労働者の健康状
況の把握と、それへの適切な措置を講じ、実行する義務を課
しています。
　と同時に、労働者自身による取り組みとして、「積極的に自
己の健康管理を行うことも大切であり、労働者自身の自主的
努力、取り組みを促進することも重要である」としています。

　年々増加しているうつ病は、７人に１人が、一生のうちに一
度は罹ると言われています。その発症にはストレスが大きく係
わっていますので、このストレス過多の時代、「自分だけは絶対
に大丈夫 ! 」とは言いがたい状況になっています。
　「誰もが罹り、風邪と同じ様なもの」と言いますが、一晩寝れ
ば治るわけではないし、自分も周囲も辛い思いをするのです
から、罹らないように予防することが大切です。
　生活習慣病と同じ様に、健康の自己管理で予防が可能な病
気です。セルフケアの力を高めて、元気で活き活きと働きまし
ょう。

セルフケアの力を高めましょう

5 月の保健師ワンポイントアドバイス再びメンタルヘルス ライフ・サポート
センター実現に向けて

「全労済からのお知らせ」（平成19年能登半島地震）


